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 １．研究目的 

摂食嚥下機能障害がみられる高齢者および神経難病患者を対象とした食事支

援システムの構築を将来的な目標に定め、手軽に嚥下活動（嚥下音・咳・頸部

角度）を計測・記録できるでウェアラブルデバイス（GOKURI、PLIMES株式会社：

写真右）を利用し、定量的に摂食嚥下障害者のスクリーニング、評価、そして嚥

下・食事支援実施者・家族に対するレポーティングまでの一連のフェーズを検

証することを目的とする。 

 

 ２．研究方法  

 研究目的を踏まえ、本研究は下記３項目で検証を行う。 

１．スクリーニング 

1-1. 神経難病患者の嚥下音パターン推定（研究分担者 河野豊教授） 

嚥下音の波形・スペクトログラム分析により、嚥下障害進行による変化や疾患における波形特徴の類似性を検

討する。また、パーキンソン病患者の日内変動と嚥下機能の関係性などを検証し、嚥下障害の早期発見につな

がる可能性を探る。 

1-2. 回復期病棟の入院患者に対する摂食嚥下障害スクリーニング方法の検討（研究分担者 岸本浩講師） 

全身の身体機能と嚥下関連筋の関係性に着目し、入院患者の栄養と体組成関連データに加え、嚥下音や頸

部角度変化を定期的に計測し、全身機能の変化に伴う嚥下機能変化を検証する。 

2. 摂食・嚥下障害の治療有用性に関する科学的評価（研究分担者 松下明講師） 

嚥下障害に対しては、薬物療法やリハビリなどいくつかの治療・介入が存在するものの、その効能に関する科学

的検証は十分ではない。例として、薬物療法において、咽頭の嚥下反射に影響するサブスタンスPを増加させる

効能があると考えられる半夏厚朴湯の効果について、嚥下音や嚥下発生タイミングの捕捉により定量的に評価

する。 

３．レポーティング（研究代表者 倉本尚美） 

摂食嚥下障害者にケアを行う医療福祉従事者（PT、OT、STなど）および患者・患者家族に対し、より実践的に

役立つ評価レポートの内容と使用方法を検証する。 
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 ３．研究結果 

・ 初年度（令和4年）は、機器利用に慣れ、かつ研究環境を整備する準備期間と位置づけ、下記を
実施した。 

・ 文献調査：嚥下活動計測とレポーティングに関わる文献調査を実施し、研究プロトコルに反映し

た。 

・ 研究ミーティング：プロトコル作成のため研究分担者と複数回にわたって会議を実施し、実験実施場所の環

境や実験参加者の状況、およびコロナ感染予防対策等に配慮した実験プロトコルの作成を行った。 

・ 倫理審査の申請：研究実施にあたり倫理審査の申請を行い、茨城県立医療大の倫理審査委員会

より承認を得た（承認番号1061）。 

・ 付属病院内におけるデバイス使用の説明会：実証実験前の準備として、嚥下音・姿

勢の測定者がデバイス使用に慣れ、かつデバイスの利用耐性を確認することを目的に、研究分担者および病院

内スタッフと共にミーティングを行った。また、プロジェクト研究開始前には、GOKURI開発元であるPLIMES社の

責任者と開発担当者に来学してもらい、デバイスの特徴および使用方法について説明会を行った。 

・ 研究分担者によるパイロットスタディとして、デバイスによる計測を開始した。通常の診療時にて診

療の妨げにならず、かつ研究協力者に過度の負担が生じないかを主眼に計測を行い、パイロットスタディで計

測に慣れた後で臨床実験を開始する。 

・ 物品準備：実験に使用するデバイス（GOKURI）の購入および解析に必要な機器の

選定・購入を行った。 

 

 ４．考察（結論） 

 準備期間である令和４年度は、実験プロトコルの策定、付属病院での実験環境および機材の整備、使用する

機器（主にGOKURI）の使用手順に慣れることが求められており、複数回のミーティングを通して達成することが

できた。また実験開始にあたっての倫理審査の承認が得られたため、2年目（令和５年度）は、予定通り実験デ

ータの取得および解析に進むことが可能である。 
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